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                12:30 – 13:30 
       割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第２８１９回 村山年度 第２回 会報 2018 ７-１１ 司会 秋葉秀樹君 

欠席の場合は当日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  出席委員会  泉 道夫君 （出席規定の免除会員数7名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 7月11日 37（7） 26（3） 11（4） 78.8％ 

前回  7月 4日 37（7） 34（5） 3（2） 97.1％ 0人 97.1％ 

 国際ロータリー第2550地区 
第1グループガバナー補佐 
橋本憲一様（大田原ロータリークラブ） 

 皆様、今日は。冒頭、西日本の大雨に伴う大災
害により犠牲になられた皆様に、心からお悔やみ
申し上げます。また、被災されました皆様には、心
からお見舞い申し上げる次第です。被災直後とい
うことで、被害の全容はこれからという状況でありま 

すが、主に水害という状況は、20年前の那須水害
を思い出さずにはおれません。その時全国からい
ただいたご支援が、その後の復興の心の支えと
なったというお話も伺っております。従いまして、
我々としても何らかの支援策を検討・実施する必
要があると考えております。 
 さて、本日は国際ロータリー第2550地区第1グ
ループ橋本憲一ガバナー補佐をお迎えしてのクラ
ブ協議会を開催する訳でございますが、橋本憲一
ガバナー補佐には、公私とも大変ご多用のところ
お運びいただきまして、黒磯クラブ一同心から歓
迎申し上げます。8月1日のガバナー公式訪問に
向けてご指導賜りますようお願い申し上げます。 
 2018-19年度第2550地区伊東永峯ガバナーは、
ポール・ハリス生誕150周年という節目の年である
こと。そして国際ロータリー バリー・ラシン会長の
掲げる「インスピレーションになろう」から、ポール・
ハリスがどんなインスピレーションでロータリークラ
ブを創設したのか。また、それを引継いだロータリ
アンの先達が築きあげてきた歴史を今一度検証し、
しっかりと相互理解をすることが必要であると述べ
ておられます。このことを踏まえて、これから1年間
の会長挨拶の中で、ポール・ハリス語録の中から
私が気に入ったものを紹介させていただき、皆様
と共にこれからのロータリーの歴史を作っていく糧
にしたいと考えておりますので、お付き合いくださ
い。 
 本日は、5月に紹介させていただいたものですが、
一番気に入っておりますので、再度紹介させてい
ただきます。 
「ある晩、私は同業者の友人につれられて、郊外
の彼の家を訪れました。夕食後、近所を散歩して
いると、友人は、店の前を通るごとに店の主人と名
前を呼んで挨拶するのです。これを見ていて私は、
ニューイングランドの私の村を思い出しました。そ
のとき浮かんだ考えは、どうにかしてこの大きなシ 
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カゴで、さまざまな職業から1人ずつ、政治や宗教
に関係なく、お互いの意見を広く許し合えるような
人を選び出して、親睦をはぐくめないものだろうか、
ということでした。こういう親睦は、必ず互いに助け
合うことにつながります。」 
 「ロータリーは、私の少年時代のニューイングラン
ドの人々の特性であった寛容と善意と奉仕の精神
から生まれたものであり、私は、その精神のうち、
自分の中にあるものを、すべて、自分なりに他の
人々に伝えようとしてきました。」 
 お気づきだと思いますが、恐らくこのことがポー
ル・ハリスをしてロータリークラブ創設の大きなイン
スピレーションだったのではないでしょうか。ロータ
リーとは何ぞやということが言われますが、こういう
ことなのではないでしょうか。歴史もあり、大きな組
織ですので、組織・財政問題等事務的な事柄が
膨大になり、いつの間にかそうした手続きに目が
奪われ、本来の心が置き去りにされているかなと
感じております。ロータリーは難しくありません。
「寛容と善意と奉仕です。」以上、ご挨拶といたしま
す。ご清聴有難うございました。 

橋本憲一ガバナー補佐ご挨拶 

 この度伊東永峯ガバナー年度、第１グループガ
バナー補佐を拝命しました大田原ロータリークラブ
の橋本憲一です。どうぞよろしくお願い致します。 
 国際ロータリー2018年～2019年度バリー・ラシン
会長のテーマは「BE THE INSPIRATION “インス
ピレーションになろう”」です。インスピレーションに
は霊感による思想、着想の意味があります。世界
のすべてのロータリアンに思考し行動を起こさせよ
うと鼓舞するメッセージであると思われます。 
 伊東永峯ガバナーは地区テーマに「ポールを語
ろう…それは一人のインスピレーションから始まっ
た」を掲げております。今年度はポール・ハリス生
誕150年の節目の年に当たります。ロータリークラ
ブはポール・ハリスと3人の仲間により1905年シカ
ゴで結成されました。ポール・ハリスは1947年に78
歳で亡くなりますが、その時すでに世界で30万人
の会員が参加する世界的運動に発展しています。
まさに彼がインスピレーションを得た結果であった
と言えるでしょう。それからさらに70年、現在世界で 

会員120万人を擁する大奉仕団体に成長しました。
ポール・ハリスを偲び、ロータリーの原点を辿る必
要が今求められています。ガバナーとともに生誕
150周年記念事業を実施しましょう。 
 私は1947年（昭和22年）、ポール・ハリスが死去
した年に生まれました。東京で呼吸器内科医とし
て17年間病院勤務した後、1989年（平成元年）大
田原市に戻り、父の跡を継いで「橋本内科クリニッ
ク」を開業しました。大田原ロータリークラブに入会
したのは1992年、入会した方が早く地元の人たち
に馴染めるとの勧誘があったからでした。実際に
入会して先輩･後輩、様々な職種の会員の皆さん
との交流ができ感謝しています。開業してから30
年、県北の医療は病院と診療所、診療所同士の
連携がより緊密となり、それぞれの医療機関のレ
ベルアップにより、地域医療を全体で担う体制が
整いつつあります。私もその一翼を担って職業奉
仕を続けていきたいと思います。 
 奉仕団体としてのロータリークラブの基本は各ク
ラブにあります。地区やRIにはありません。各クラ
ブ自らが活力あるクラブ創りを目指すことにより、
会員同志の親睦が育まれ、職業奉仕を中心とした
奉仕活動を実践する喜びが生まれます。インスピ
レーションを得て行動を起こしましょう。今年度村
山会長を中心に、さらなる黒磯ロータリークラブの
発展をご期待申し上げます。 

村山年度第5回理事・役員会報告 
 8月度例会スケジュールの件 承認 
 津久井誠二会員人事異動に伴い斎藤幸夫氏

入会の件 承認 
 新入会員の委員会配置について 

斎藤幸夫氏 出席・職業奉仕 井出法氏 出
席・親睦とする事で承認 

 ハーフマラソン大会・栃木いのちの電話への寄
付金の件 
10,000円寄付する事で承認 

 一年交換留学生申し込みの件 
黒磯高校インターアクトクラブにお声掛けする
件 
両案件ともに承認 

 次回理事役員会 8/22開催する事で承認 2 



村山年度第2回幹事報告 
 ガバナー事務所より西日本集中豪雨被害の義

援金の依頼が届いております。1,000円/1名で
対応をご了解頂くと共に、黒磯クラブとして独自
の対応を行なうかどうか藤﨑社会奉仕委員長
に検討をお願い致しました。 

 皆様こんにちは、委員会報告を受け付けますの
で、報告のある委員会は報告願います。 

 秋間忍 会員増強委員長 

 村山年度、会員増強委員長を仰せつかりました
秋間です。本日、鈴木久雄広報委員長がお休み
ですが、明後日13日(金)の18:30分〜会員増強·広
報·雑誌委員会合同の炉辺会議が行われます。 
 原則、会員ならどなたでも自由に参加できるオー
プンな会合ですので、本日の例会終了10分後まで
に申し込みを受け付けておりますので奮ってご参
加ください。 

 石山桂子 職業奉仕委員長 

 職業奉仕委員長の石山でございます。会員手帳
を作成しますのに只今、校正の書類を回覧してお
りますので、よくご覧になって間違いがございまし
たなら修正頂きたいと思います。宜しくお願い致し
ます。 

 大島三千三副会長 

 国際交流協会理事長を拝命しております大島三
千三でございます。今月14日当割烹石山にて外
国の方との交流を目的としたワールドフェスティバ
ル（末尾チラシ参照）を開催します。時間の許す方
はご参加願います。 

鈴木隆子君 

橋 本 憲 一 様 お世話になります。 

村 山  茂 君 橋本憲一ガバナー補佐ようこそ
黒磯クラブへ。 

吉光寺政雄君 村山会長の船出を祝して。 

橋本憲一ガバナー補佐を迎えてのクラ
ブ協議会 

 司会 植竹幹事 

 只今より、国際ロータリー第2550地区第1グループ
橋本憲一ガバナー補佐をお迎えしてのクラブ協議会
を開会いたします。黒磯クラブ五大奉仕委員会等の
新年度事業計画について発表願います。 
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 職業奉仕委員会 石山桂子 委員長 

 村山年度、職業奉仕委員長を仰せつかりました
石山です。委員会の構成は副委員長に泉道夫さ
ん、委員に豊田哲司さん斎藤幸雄さんと4人のメン
バーです。本年度の計画としまして3点掲げました。 
 
1. 新入会員に「4つのテスト」を配布すると共に会

員は「4つのテスト」の再確認を行う。 
2. 会員手帳の作成・配布をする。 
3. .職業奉仕月刊に、優良事業所を訪問・見学を

する。 
 まず始めに1番の新入会員に「4つのテスト」を配
布するのですが、村山年度スタートに2名の新入会
員が入会いたしました。その内1名は継承会員です
が、第１回例会に「４つのテスト」を会長よりお渡しし
て頂きました。 
 次に２番目の会員手帳の作成ですが、会員の皆
様に手帳の内容を確認して頂き早急に配布できる
ように準備しております。 
 最後に職業奉仕月間に優良事業所の見学です
が、板室温泉の奥に深山ダムの電源開発がありま
す。出来ましたら季節の良い時期に訪問したいと
思っております。以上です。 

 社会奉仕委員会 藤﨑善隆 委員長 

 今年度社会奉仕委員長を拝命しました藤﨑善隆
です。宜しくお願いいたします。鳥居輝一副委員
長、黒澤洋一会員・瀬尾紀夫会員・薄孝明会員の
5名で活動して参ります。 
  

 今年度の計画と致しましては、例年にならい、①
参加事業として、那須野巻狩まつりや那須塩原
ハーフマラソン、足尾植樹などへの協力をして参り
ます。また、②支援活動として、那須山岳救助隊・
那須保護区保護司会・ボーイスカウト・ガールスカ
ウト等への資金援助を行います。また③継続事業
として那珂川水質調査の実施を予定しております。
更に④その他の事業と致しまして、秋頃に那須塩
原駅前の美化活動や、地域の人々のためになる
「公開講座」の開催などの他、必要に応じた支援
活動を検討しております。 
 この度の西日本水害につきまして、本日例会時
に村山会長よりご指示頂き、黒磯クラブとして独自
の支援を行いたいと考えております。 
 皆さまよりタオル·ティッシュなどの物資をお預かり
し、被災地へ送ることを検討しておりますが、被災
地が広範囲にわたること、また現場の状況がまだ
錯綜していることもあり、本当に必要なものが何な
のか等、見極めが必要と考えております。 
 例えば必要物資を送るとしても、相手方に受け入
れの可否を確認する必要があります。情報が整理
できてから物資をお預かりしようと思いますが、その
際には改めてご依頼のメールを送らせて頂きます
ので、会員各位におかれましてはある程度ご準備
頂ければと思います。 
 また、会員各位におかれて被災地の状況や必要
なものなど独自の情報がございましたらお知らせ
下さい。 

 国際奉仕委員会：時庭稔 委員長 

1. 国際大会2019年6月1日～5日に（ドイツ・ハン
ブルグ）にて開催されます。ハンブルグはヨー
ロッパの第2の町と言われていますので、是非
皆様の参加を呼びかけたいと思います。 

2. 外来卓話を予定しています。 
今現在は外来卓話者は、まだ決まっていませ
んが、9月26日が担当卓話となっていますので、
7月中には決めたいと思います。 

3. 前年度は宇都宮RCさんとタイへ消防自動車を
寄贈しましたが、今年度も引き続き地区、他ク
ラブと情報交換をし、グローバル補助金を活用
したプロジェクトを実施していきます。 4 



 青少年委員会 安藤譲治 委員長 

 本年度青少年奉仕委員長の安藤です。 
 委員会では副委員長に平山博さん、委員に福
田逸男さん、和気勝利さんの４名で運営していき
ます。 
本年度の計画ですが、 
1. 黒磯高校インターアクトクラブへの協力 

先日、黒磯高校を訪問して生徒さんとも話して
来ましたが、現在は２年生が５人、１年生が２ 
人の合計７人で活動しています。活動としては
ペットボトルのキャップ回収や老人ホーム等の
慰問、インターアクトの行事への参加等で、
もっと活動出来るのでは無いかと思い、いろい
ろな提案をして参りました。 

2. インターアクトクラブと協力して、ロータリー会
長特別賞へのチャレンジ村山会長の会長方
針にもありましたが、インターアクトクラブとも協
議して、ロータリー会長特別賞へチャレンジし
たいと考えています。 

その他、 
3.  足尾の植樹に社会奉仕委員会と協力して行

う 
4.  ライラセミナーへの参加協力 
5.  その他必要に応じた協力を予定しております。

今年１年よろしくお願いします。 

 会員増強委員会 秋間 忍 委員長 

に、副委員長の澤田吉夫さん、委員の吉光寺政雄
さん、佐藤博さんの計4名で活動してまいります。 
 本年度の目標は、純増2名の会員拡大です。この
目標を達成するために今心がけていることの概要
を述べさせていただきます。 
 会員増強委員会はクラブ奉仕委員会に所属して
いることもあって、クラブ運営の観点から自己中心
的な会員拡大を目指しがちですが、会員が家庭、
事業、地域社会で関わる人々と開放的でかつ健全
なコミュニケーションを大切にすることによって、より
意欲的な活動への憧れを喚起し、それが新たな会
員拡大に繋がるような働きかけをしてまいりたいと
考えております。 

 村山年度、会員増強委員長を仰せつかりました
秋間です。今年度の会員増強委員会は、私の他 

 ロータリー財団委員会 荒牧明二 委員長 

 委員長に荒牧明二、副委員長に髙木慶一会員、
委員に檜山達郎会員3名で運営して行きます。  
本年度の計画は 
1. 会員の協力を頂き地区目標の会員一人あたり

150ドルの寄付を頂けるよう努力する。 
2. 恒久基金提供者(ベネファクタ－)を一名以上

増員します。(1,000ドル以上の基金を無条件
でロータリー財団に寄付した人をベネファクタ
－と言います) 今年度(村山年度)のベネファク
タ－は時庭稔さんに快く引き受けて下さいまし
た。 

3. 社会奉仕委員会、国際奉仕委員会、青少年
奉仕委員会と連携して地区補助金を利用して
新事業を行います。 

 ロータリー米山記念奨学会委員会 
瀬尾紀夫 委員長 

 委員長の瀬尾紀夫です。副委員長に黒澤洋一さ
ん、委員に福田逸男さんの計三名で委員会活動を
していきますのでよろしくお願い致します。 
 本年度の計画として 
1. クラブ寄付を会員一人あたり19,000円を目標と

します。 
2. 米山奨学生の権 鎬診（クオン ホジン）さんを受

け入れます。 
国籍：韓国、 宇都宮大学博士2年農林共生社
会科学専攻、カウンセラーは平山博さんです。 
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次回例会  平成30年7月25日  担当 クラブ奉仕委員会 新年度方針・計画 
近隣クラブ例会日 
  火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 

近隣クラブ例会日 
  木曜日  大田原/ホテル龍城苑 0287-24-2525 

  水曜日  塩原/塩原カントリークラブ 0287-35-2211   木曜日  那須/ホテルエピナール那須 0287-78-6000 
  木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165   金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

7月11日欠席(敬称略) 
荒井昌一・大森貞男・黒澤洋一・佐藤 博 
澤田吉夫・鈴木久雄・髙木慶一・戸野俊介 
小野安正・豊田哲司・福田逸男 

前回 7月 4日分メークアップ(敬称略) 
 
該当者なし 

会報委員会：稲垣政一・和気勝利・秋間 忍・藤﨑善隆 

 橋本憲一ガバナー補佐総括講評 

 今発表なされた各委員会、また各クラブ奉仕委
員会の現況報告書に記載された計画に目を通し
まして、黒磯ロータリクラブは頑張っているなと思っ
た次第です。どうか1年間、村山会長を筆頭にして
ロータリー活動に邁進して頂けたらと思いますので
宜しくお願いします。 

3. 米山月間に奨学生に卓話の機会を与えます。 
10月3日の村山年度第十回例会時 

4. 奨学生との交流を深めます。 
観月会、地区大会、クリスマス家族会、新年会、
観桜会 等 

以上です。 

ワールドフェスティバル チラシ 
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